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◎
定
期
総
会

目
旧
）
４
月
２５
日

（月
）

一一腸
団
一
洛
南
身
障
会
館

◎
ス
ク
エ
ア
ボ

ツ
チ
ャ
大
会

一日
Ｅ

６
月
５
日

（
日
）

一口吻
覇
Ｕ
京
都
市
地
域
リ
ハビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー

◎
車
い
す
体
験
講
習
会

一日
旧
一
未
　
定

一腸
田
一
洛
南
身
障
会
館

◎
福
祉
研
修
会

日
日
一
８
月
７
日

（
日
）

「場
所
〕
ル
ビ

プ
京
都
堀
川

◎
体
幹
機
能
訓
練

一日
程
）
９
月

一陽
断
〕
未
定

◎
フ
ラ
イ
ン
グ
デ

ィ
ス
ク
大
会

Ｅ
Ｅ

Ｈ
月
６
日

（
日
）

一場
所

洛
南
身
障
会
館

◎
忘
年
会

一日
日
一
１２
月
１７
日

（土
）

一陽
ロ

ア
ー
ク
ホ
テ
ル

◎
新
春
の
つ
ど

い

目
Ｅ

令
和
５
年
２
月
５
日

（日
）

一場
所
一
ル
ビ
ノ
京
都
堀
川

◎
広
報
事
業

『き
ょ
う
と
身
障
の
福
祉
』
を
年
４
回
発
行

◎

コ
ー
ラ
ス
部
活
動

施
設
訪
問
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
出
演

◎
ほ
ほ
え
み
交
流
活
動
支
援
事
業

文
化
教
養
部
会

の
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
、
京
都
市
内

の
小

。
中
学
校
等

で
講
演
と
車
椅
子
体
験
授
業
を
行

い
、

障
害
者

の
理
解
と
共
生
社
会

の
啓
発

を
行
う

○
軽
ス
ポ
ー
ツ
事
業

～
ス
ク
エ
ア
ボ

ツ
チ
ャ
～

∩
目
∪
４
月
１７
日

（日
）

∩
賜
田剛
）京
都
市
地
域
リ
ハビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー

○
第
６７
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

同
目
∪
６
月
２
日

（本
）

〔□
囲
〕
К
ｏ
ｃ
日
ｃ
σ
①
録
画
配
信

○
第
４２
回
全
京
都
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

＊
総
合
開
会
式

・
卓
球
バ
レ
ー
大
会

∩
日
ｕ
６
月
２６
日

（日
）

□
膠
〕
島
津
ア
リ
ー
ナ
京
都

＊
卓
球
大
会

（日
□

７
月
１７
日

（日
）

旧
□
］）障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

＊
水
泳
大
会

∩
日
∪
８
月
２１
日

（日
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

京
都
市
臓
体
障
害
者
協
会

令
和
４
年
度

事
業
計
画

〔旧
断
］｝障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

＊
陸
上
大
会

∩
目
∪
９
月
１８
日

（日
）

口
剛
∪
西
京
極
陸
上
競
技
場

＊
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

∩
目
ｕ
９
月
２５
日

（日
）

圏
団
）
南
丹
市
日
吉
総
合
運
動
広
場

＊
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
大
会

∩
目
∪
Ю
月
９
日

（日
）

圏
闘
〕
京
都
府
立
丹
波
自
然
運
動
公
園

＊
ボ

ツ
チ
ャ
大
会

∩
目
ｕ
ｌＯ
月
２３
日

（日
）

圏
闘
〕
京
都
府
立
丹
波
自
然
運
動
公
園

○
洛
南
夏
ま
つ
り

∩
目
∪
７
月
３１
日

（日
）

口
囲
∪
洛
南
身
体
障
害
者
福
社
会
館

○
京
都
市
障
害
者
相
談
員
研
修
会

∩
目
ｕ
８
月
２７
日

（土
）

画
田
〕
京
都
テ
ル
サ

○
第
“
回
政
令
指
定
都
市

身
体
障
害
者

福
祉
団
体
連
絡
協
議
会

□
旧
〕
９
月
１０
日

（土
）

□
馴
ｕ
オ
ー
ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル

○
第
４５
回
京
都
府
民
総
合
体
育
大
会

種
目
別
交
流
大
会
　
卓
球
バ
レ
ー

同
□
ｕ
ｌＯ
月
１６
日

（日
）

∩旧
□囲
〕
障
害
者
教
養
文
化
。
体
育
会
館

○
近
畿
ブ
ロ
ツ
ク
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

並
び
に
身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会

∩
口Ｕ
未
　
定

⌒い場
囲
〕
滋
賀
県

（詳
細
未
定
）

○
地
域
福
祉
の
つ
ど
い

∩回
Ｕ

Ｈ
月
２３
日

（木

・
祝
）

∩□
聞
〕
ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都

○
交
通
局
と
の
意
見
交
換
会

〔日
間
一Ｈ
月
頃

個
圏
∪
サ
ン
サ
右
京

○
「障
害
者
週
間
」
市
民
啓
発
事
業

∩
目
〕
１２
月
３
日

（土
）

口
田
り
各
区
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル

○
「障
害
者
週
間
』市
民
啓
発
事
業
（府
市
合
同
）

ｎ
目
∪
未
　
定

回
鵬
〕
未
　
定

○
ふ
れ
あ
い
卓
球
バ
レ
ー
大
会

∩
目
∪
１２
月
４
日

（日
）

圏
曰
ｕ
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

○
洛
南
新
春
餅
つ
き
大
会

〔Ц
同
一令
和
５
年
１
月
８
日

（日
）

⌒［国
囲
〕
洛
南
身
障
会
館

○
京
都
市
障
害
者
相
談
員
研
修
会

〔日
□
令
和
５
年
１
月
下
旬

〔旧
団
〕
未
　
定

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
探
鳥
会

∩
目
∪
未
　
定

旧
聯
り
未
　
定

○
天
皇
杯
第
３３
回
全
国
車
い
す
駅
伝
競
走
大
会

曰
日
〕
令
和
５
年
３
月
１２
日

（日
）

口
圏
∪
出
　
発

¨
京
都
国
際
会
館
前

閉
会
式

¨
西
京
極
体
育
館

★

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
で
、
変
更

・
中
止

の

可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
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令
和
４
年
度

関
係
団
体
事
業
予
定



令和 4年 4月 1日 きようと 身障の福祉 第 358号 (2)

都市計画局
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車
椅
子
利
用
者
に
と
っ
て

住
み
や
す
い
社
会
作
り
を
目
指
し
て
！

事
業
局
長
　
小

坂

義

夫

を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（例

¨
ス
ロ
ー
プ
や
Ｅ
Ｖ
の
あ
る
経
路

を
選
ぶ
と
通
常
よ
り
遠
回
り
に
な
り
、

不
便
を
感
じ
た
等
）

７
　
建
物

の
設
備
や
、
建
物

の
デ
ザ
イ

ン
上

の
工
夫
等
に
よ
り
、
安
全
や
安

心
に

つ
な
が
る
と
感
じ
ら
れ
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

ど
の
よ
う
な
工
夫

で
し
た
か
。

８
　
建
物

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

つ
い

て
、
も

っ
と
こ
う
し
て
欲
し
い

。
こ

う
な

っ
た
ら
よ
り
便
利
な
の
に
等

の

御
意
見
を
教
え

て
頂
き
た

い
で
す
。

９
　
使
用
さ
れ
て
い
る
車
椅
子
の
種
類
（電

動
、
自
走
な
ど
）
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

１０
　
旅
行
時
、
事
前
に
身
体
障
害
が
あ

る
こ
と
を
宿
泊
施
設
に
連
絡
さ
れ
ま

す
か
。
ま
た
、
そ
の
場
合
は
ど
ん
な

対
応
を
依
頼
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ｈ
　
使

い
や
す

い
と
感
じ
ら
れ
て
い
る

具
体
的
な
建
物
が
あ
れ
ば
、
教
え
て

く
だ
さ

い
。

等

の
質
問
に
対
し
、
我

々
の
体
験
を
通

じ
て
現
実
的
な
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

と
り
わ
け
ゼ
ブ

ラ
ゾ
ー
ン
に
関
し
て

は
、
狭

い
敷
地
を
如
何
に
有
効
的
に
利

用
出
来
る
か
、

ス
ロ
ー
プ
先

の
ド
ア
の

前

の
平
地
は
ど
の
く
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス

が
必
要
か
に
関
し
て
は
具
体
的
な
意
見

交
換
と
な
り
、
１
時
間

の
予
定
が
２
時

間
に
及
ん
だ
。

そ
の
後
、
出
来
あ
が

っ
た
資
料
を
拝

見
す
る
と
、
前
回
我

々
が
話
し
た
内
容

が

「車
椅
子
利
用
者

の
声
」
と
し
て
反

映
さ
れ
て
お
り
、
少
し
は
役
立

っ
た
事

を
実
感
し
た
。

そ
し
て
去
る
３
月
１６
日
に
、
再
度
来

所
さ
れ
た
。
今
回
は

「
新
し
く

で
き
る

宿
泊
施
設
の

一
般
客
室

で
も
、
軽
度

の

車
椅
子
利
用
者
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
為

の
意
見
を
聞
き
た
い
。
」
と

い
う

の
が
主
目
的
だ

っ
た
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー

室

の
数
は
限
ら
れ
て
お
り
、
我

々
に
と

っ
て
も
有
り
難

い
話

で
あ
り
、
今
回
も

積
極
的
に
意
見
交
換
を
行

っ
た
。
特
に

ト
イ
レ

。
バ
ス
ル
ー
ム
の
形
状
を
ど
う

す
る
か
。
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
最
も

有
効
に
活
用
出
来
、
設
計
上
に
も
説
得

出
来
る
最
善
策
は
何
か
を
、
色

々
な
考

え
を
出
し
合

い
、
面
白

い
意
見
も
飛
び

出
し
た
。

途
中
か
ら
別
件

で
来
所
さ
れ
た
京
都

府
肢
体
協

の
三
好
事
務
局
長
も
加
わ
り
、

よ
り
実
践
的

で
具
体
的
な
意
見
交
換
と

な

っ
た
。
帰
り
際
に
バ
イ
キ
ン
グ

の
話

に
な
り
、
肢
体
障
害
者
や
視
覚
障
害
者

に
よ

っ
て
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
は
利
用
し

に
く

い
と

い
う
話
に
な
り
、
課
長
か
ら

「バ
イ
キ
ン
グ
は
安
く
好
き
な
物
が
食
べ

れ
て
自
分
達
は
良

い
と
思

っ
て
い
た
が
、

そ
う

い
う

一
面
も
あ

っ
た
の
で
す
ね
。

職
場
で
共
有
し
ま
す
。
」
と
言

っ
て
帰

っ

て
行
か
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
肢
体
障
害
者

の
問
題
は

高
齢
者
に
も
通
じ
る
問
題
も
多
く
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
と

い

っ
た

「
共
生
社
会
」
に
繋
が
る

課
題

で
あ
り
、
今
後
も
行
政
と
協
力
し

な
が
ら
、
「誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
、
地

域
共
生
社
会
」

の
実
現

の
た
め
、
肢
体

障
害
者

の
代
表

団
体

と
し

て
情

報

発
信

し

て

い

く
事

が
、
当
協

会

の
社
会
的
役

割

で
あ

る
と
言

っ
て
も
過
言

で

は
な

い
だ

ろ
う
。

去
る
１
月
１７
日
に
、
京
都
市
都
市
計

画
局
建
築
指
導
部
建
築
審
査
課
バ
リ
ア

フ
リ
ー
担
当

の
課
長
は
じ
め
職
員
３
名

が
、
新
し
く
建
築
さ
れ
る
建
築
物
に
対

す
る
車
椅
子
利
用
者

の
声
が
聞
き
た
い

と

い
う
目
的

で
来
所
さ
れ
た
。
協
会
か

ら
は
車
椅
子
利
用
者

で
あ
る
秋
谷
事
務

局
次
長

・
谷
文
化
教
養
副
部
長
と
車
椅

子
介
護

の
経
験
が
あ
る

（知
る
人
は
知

る
―
）
僕
が
応
対
し
た
。
内
容
は
、

〈身
体
障
害
者

の
方

へ
の
質
問
事
項
〉

１
　
車
椅
子
使
用
者
に
と

っ
て
、
点
字

ブ

ロ
ッ
ク
の
突
起
は
ど

の
程
度
障
害

に
な
り
ま
す
か
。
国
立
競
技
場
で
使

わ
れ
た
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
は
、
車

い
す

の
通
行

の
し
や
す
さ
も
考
慮
し
突
起

を
２
・５
ｍ
と
し
て
、　
一
般
の
点
字
ブ

ロ
ッ
ク

（突
起
５

皿
）
よ
り
も
低
く

し
ま
し
た
が
、
突
起
が
２
・５
皿
の
タ

イ
プ

の
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
の
採
用
に
つ

い
て
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

自
走

で
車
椅

子
を
利
用
さ

れ

て
い

る
場
合

の
開
き
戸

の
開
閉

に

つ
い
て
、

ど

の
程
度
苦
労
さ
れ
ま
す
か
。
や
は

り
引
き
戸

の
方

が
開
閉

し
や
す

い
で

し

ょ
う
か
。

自
走

で
車
椅

子
を
利
用
さ
れ

て
い

る
場
合
、
ど

の
よ
う
な

ス

ロ
ー
プ

や

段
差

が
危
険

と
感

じ
ら
れ
ま
す
か
。

車

い
す
ご

と
入
浴
さ
れ

る

こ
と

は

あ
り
ま
す
か
。
本
来

は
浴
室

。
脱
衣

室

両
方

に
車

い
す
が
転

回

で
き

る
十

分

な

ス
ペ
ー

ス
を
確
保
す

る

べ
き
と

思

う

の
で
す
が
、
や
む
を
得
ず

浴
室

に
転
回

ス
ペ
ー

ス
を
確
保

で
き
な

い

場
合
、
脱
衣
室

の
み
に
十
分

な
転
回

ス
ペ
ー

ス
を
確
保
す

る
こ
と

は
ど

の

程
度
有
効

な

の
で
し

ょ
う
か
。

シ

ヤ

ワ
ー
ブ

ー

ス
の
方

が
利

用
し
や
す
か

っ
た
り
し
ま
す
か
ｃ

車
椅

子
駐
車
場

の
ゼ
ブ

ラ
ゾ

ー

ン

（乗
り
降
り

の
空
間
ゾ

ー
ン
）
は
、
左
右

ど
ち
ら
側
に
あ
る
と
使

い

い
で
す
か
。

そ
れ
と

ブ

ラ
ゾ

ー

ン
の
図
示

い
方

が
、
左
右
関
係

車

を
寄

せ
ら
れ

て
良

で
し

ょ
う
か
。

体
障
害
者

が
あ

る

こ

、
建
物
を
使

用
す

る

際

に
ケ
ガ

を
さ
れ
た
り
、

危
険

や
不
便

を
感

じ
ら
れ

る

こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、
そ

の
箇
所

や
原
因

2345

6
と  い な が も や
で 身 の く な ゼ す
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(3)令和 4年 4月 1日 きようと 身障の福祉 第 358号

短
篇
集

2

前

田

美

智

子

悲

し

み

を

胸

に

歩

い
た

道

何
十
年

ぶ
り
だ

ろ
う
か
。
城
陽
市

の

Ｊ

Ｒ
青
谷
駅

の
前

に
侍

み
、
記
憶
も
薄

れ
た
幼

い
頃

に
思

い
を
巡

ら
し
た
。

こ
の
駅
か
ら
。

父

の
入
院
先

の
陸
軍

青
谷
診
療
所

ま

で
の
長

い
道
程
を
私

と

（七
才

）
、
妹

（
五
才

）

の
手
を
引
き
歩

い
た
母
。

父

の
容
態
悪
化

で
、
子
供

の
顔
を
見

せ

る
最
後

の
面
会

に
、
母
と
子
が
悲

し

み
を
堪
え

て
降

り
立

っ
た
駅
だ
。

そ

の
翌
日
。
危
篤

の
電
報

で
駆

け

つ

け
た
母
を
残

し
、
父

は
逝

っ
た
。
身
体

が
弱
く
、
男

と
し

て
赤
紙

の
来
な

い
人

だ

っ
た
が
、
戦
争
末
期

の
強
制
徴
兵

で

極
寒

の
シ
ベ
リ

ア
で
倒

れ
た
。

送
還
さ
れ
た
青
谷

診
療
所

で
二
十

三

才

の
生
涯
を
終

え

た
日
か
ら
七
十
数
年

。

私
達

は
父

の
事

を
胸

の
奥

深
く

に
と

し
ま

っ
た
ま
ま
、

こ

の
駅
を
利
用
す

る

事

は
な
く
歳

月

は
流

れ
た
。

こ
の
度
。
知
人

の
開
店

し
た
美
容
室

を
訪

ね

る
と
青
谷

駅

の
前

に
あ

る
偶
然

に
驚
き
ま
し
た
。

当
時
、

二
十
九
才

だ

っ
た
母
が
危
篤

の
電
報
を
胸

に
、
押

し
潰

さ
れ

る
悲

し

み

の
中

で
降

り
立

ち
、

二
人

の
子
供

と

の
途
方

に
暮

れ

る
生
活

を
案

じ
な
が
ら

辿

っ
た
道

を
今

、
私

は
車

で
駆

け
抜

け

る
。

そ
し

て
、
店
内

で
電
車

の
発
着
音

を
聞
き
な
が
ら
カ

ッ
ト
や
、
白
髪
染

め

で
残
さ
れ
た
お
洒
落
気
分
を
鏡
に
映
し

こ
の
年
令
ま
で
生
き
た
事
に
感
慨
は
深

く
、
感
謝

の
念
が
よ
ぎ

る
の
で
す
。

奈

良

の
鹿

た

ち

私

は
奈
良
公
園

に
出
掛

け

る

の
が
好

き
だ
、
昨
年

の
十

二
月
中
旬

、
風
が
冷

た
く

て
、
手

が
凍
え

そ
う
な
寒

い
夕
暮

れ

に

「
ね
ぐ
ら
」

へ
入

る
前

の
鹿
た
ち

を
見

る
機
会

が
あ

っ
た
。

東
大
寺

の
開
門

で
周

辺

に
係

員

の
姿

が
消

え
た
時
刻
、
歩

け
な

い
私

は

「
車

の
乗

り
入
れ
禁
止
」

の
立
札

を
横

目

に

二
月
堂

へ
続

く
道

や
、
正
倉
院

の
辺
り

を

ル
ー

ル
違

反

で
見
学
。

丁
度
、
正
倉
院

の
塀
が
切

れ

る

一
帯

に

「
ね
ぐ

ら

へ
の
呼
び
寄

せ
」

を
寒
さ

に
震

え

る
か

の
よ
う

に
待

っ
て

い
る
鹿

の

一
族

が

い
た
。

こ

の
季
節
、
銀
杏

の
本

が
丸
裸

に
な

っ
て
落
葉

が
辺
り

一
面

を
黄
色

の
絨
毯

に
敷

き

つ
め
た
景
観

は
見
事

な
も

の
Ｈ

そ

の
群

れ

の
中

か
ら

一
頭

が
、

ゆ

っ

く
り
と
周
辺
を
歩

い
て
作

り
出
す
偶
然

の
構

図

に
、
残

り
少

な

い
観
光
客

が

一

斉

に
カ
メ

ラ
を
構

え
た
。

や
が

て
、
鹿

が
黄
色

の
絨
毯

に
座

り

込

み
、
絵

に
な

る
カ
メ

ラ
ア
ン
グ

ル
の

到
来

に
、
居
合

わ
せ
た
皆

の
日
か
ら

は

「
お
う
」
と

い
う
歓
声
と
共

に

フ
ラ

ッ
シ

ュ
が
放

た
れ
た
。

た

そ
が
れ

る
静

け
さ

の
中

で
、　
一
幅

の
絵
画

を
見

る
よ
う
な
出
会

い
を
も
た

ら

し
た
鹿

と
、
東
大
寺

の
裏
道

で
遊

ぶ

一
頭

が
私

の
車

の
窓
ガ

ラ

ス
に
顔

を
押

し

つ
け

て
、
瞬

き
も
せ
ず

に
車
内
を
眺

め
続

け

て

い
た
鹿

に
乾
杯

Ｈ

車
椅
子
体
験

チ

コ

（
５
才
プ

ラ
ス
？
）

京
都
市
肢
体
障
害
者
協
会

の
文

化
教

養
部

で
は

「
ほ
ほ
え

み
交
流
活
動
」

と

し
て
、
令
和

３
年
度
も
京
都
市
内

の
小

・

中
学
校

に

「
車
椅

子
体
験

。
講
演
」

に

行

っ
て
き
ま

し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
終
息

し
な

い
中
、
今
年
も
昨
年

同
様

、
接
触

の
多

い
車
椅
子
体
験
を
無

く

し

て
、
講
演

の
み

で
肢
体
障
害
者

の

日
常
生
活

や
思

い
を
話

し

て
き
ま

し
た
。

障
害
者

は
何
も
出
来

な

い
特
別

な
人

じ

ゃ
な

い
こ
と
、
不
自
由
だ
け
れ
ど
、
決

し

て
可
哀
想

で
不
幸

な
人

で
は
な

い
こ

と
、
気
持

ち

は
み
ん
な
と
何

も
変

わ
ら

な

い
こ
と
、

日

々
、

こ
ん
な

こ
と

で
困

っ
て

い
る
こ
と
等

々
、
障
害

の
異
な

る

５
名

の
講
師

が
そ
れ

ぞ
れ

の
立

場

の
思

い
や
体
験
談

な
ど
を
を
話

し

て

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍

で
車
椅
子
体
験

が
出
来

な

い

状

況

の
中

で
す

が
、
令
和

３
年
度

は
、

４
校

の
中
学
校
と
１０
校

の
小
学
校
か
ら

依
頼
が
来
ま
し
た
。

七
条
第
三
小
学
校

・
元
町
小
学
校

衣
笠
小
学
校

・
山
階
小
学
校

桂
東
小
学
校

・
伏
見
南
浜
小
学
校

大
将
軍
小
学
校

・
明
親
小
学
校

近
衛
中
学
校

・
朱
雀
第

一
小
学
校

御
所
東
小
学
校

・
中
京
中
学
校

西
ノ
京
中
学
校

・
伏
見
中
学
校

講
演

の
後
、
各
学
校

の
子
供
達
か
ら

感
想
文
を
送

っ
て
頂
き
、
真
剣
に
聞

い

て
理
解
し
て
も
ら

っ
て
い
る
こ
と
に
感

動
し
ま
す
。
小
さ

い
頃
か
ら
こ
う
し
て

人
権
学
習
し
て
い
た
だ
け
る
事

で
障
害

者
に
対
し
て
の
差
別
や
い
じ
め
の
無

い

世

の
中
に
な

っ
て
い
け
ば
幸

い
で
す
。

文
化
教
養
部

で
は

「
ほ
ほ
え
み
交
流
」

の
子
供
達
と
の
交
流
も
楽
し
く
、
や
り

が
い
を
持

っ
て
行

っ
て
い
ま
す
。

●
１
．

¨
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令和 4年 4月 1日 きょうと 身障の福祉 第 358号 (4)

映
　
画伏
見
区
　

一右
　

一某

ウ

エ
ス
ト

・
サ
イ
ド

・
ス
ト
ー
リ
ー
。

皆
様
も
こ
の
題
名
を
見

て

「若
か
り
し

頃
に
聞

い
た
有
名
な
、
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル

映
画
だ

っ
た
な

ァ
」
と
思

い
出
さ
れ
た

事
と
思

い
ま
す
。
６１
年
前
、
二
十
歳

の

私
も
友
人
と
新
京
極

の

「松
竹
座
」

へ

２
度
、
ひ
と
り
で
も
う

一
度
、
計
３
回

観
に
行

っ
た
思

い
出
が
あ
り
ま
す
。

「
な
ん
で
３
回
も
？
」
と
思
わ
れ
る
と

思

い
ま
す
が
、
長

い
入
院
生
活
を
終
え

て
、
や

っ
と
街
に
自
由

に
出
ら
れ
る
様

に
な
り
、
大
好
き
な
映
画
を
数

々
、
見

る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
楽
し
み
に
待

っ
て
い
た

『
ウ

エ

ス
ト

・
サ
イ
ド

・
ス
ト
ー
リ
ー
』
を
観

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
６１
年
後

の
今

年
、

ス
ピ

ル
バ
ー
グ
監
督
が
再
映
画
化

さ
れ
た
の
を
、

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
観

て
来
ま
し
た
。
１
９
５
０
年
代
後
半

の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
舞
台
。
２

つ
の
国
の

移
民

の
若
者
達

の
主
導
権
争

い
を
、
歌

と
ダ
ン
ス
で
務
口岸ンれ
て
い
て
今
回
も
軽

妙

な
歌

や
ダ

ン
ス
に
夢

中

に
な
り
ま
し

た
。

１
９
５
０
年
代

と
言
え

ば

日
本

で
も
色

々
な
事

が
あ

っ
た
時
代

で
す
。
私
達
障
害

者

へ
の
差
別

も
あ

り
ま

し
た
。

で
も
、
頑
張

っ
て
き
ま

し
た
。

こ
の
映
画

で
は
、
２

つ
の
移
民
グ

ル
ー

プ

の
争

い
で
若

い
生
命
が
犠
牲
に
な
る

か
な
し

い
事

に
な
り
ま
す
。
ど
う
す
れ

ば
人
間
同
志
が
憎
し
み
を
乗
り
越
え

　

●

て
い
け
る
の
で
し
ょ
う
か
，
・

私
は

　

●

思
う
の
で
す
が
相
手
を
思

い
や
る
心

　

●

を
大
切
に
す
る
事
だ
と
思

い
ま
す
。
　
　
●

地
球
と
言
う
大
邸
宅

の
家
族
な
の
で

　

・

す
か
ら
。
映
画

っ
て
ス
ゴ
イ

ツ
。

い

ろ
ん
な
事
を
勉
強

で
き
る
の
で
す
。

リ
モ
ー
ト
の

背
景
だ
け
は
タ
ワ
マ
ン
風

激

諮

も

パ

ジ

ャ

マ
姿

で

下

半

身

白

粛

ヤ

几

え

た

人

の

た

年

後

コ
ロ
す
か
が
ほ
ど
よ
く
上
司
を
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

エ
コ
な
の
か

ど
ん
ど
ん
増
え
る
マ
イ
バ
ッ
ク

一〓

サ
ラ
リ
‥
マ
ン
川
柳

（２
ｏ
ｏ
↓

新
年
度
に
入
り
、
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
も
解
除
さ
れ
、

今
年
こ
そ
は
平
年
通
り
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
た
い
も
の
だ
が
、

ど
う
な
る
か
は
不
透
明
―

そ
ん
な
中
で
も
続
け
ら
れ
る

の
が
、
『身
障
の
福
祉
』

の
発
行

で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
為
に
は

会
員

の
皆
様
か
ら
の
投
稿
が
不

可
欠
で
あ
り
、
ジ

ャ
ン
ル
を
問

わ
ず
多
く
の
作
品
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
　

　

広
報
部

毎
年

の
第

一
生
命

の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
川

柳
に
は
、

い
つ
も
笑

わ
さ
れ
、
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
無
断

掲
載

で
す
が
ネ

ッ
ト

に
も
載

っ
て
い
る
の

で
大
丈
夫
と
思

い
掲

載
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ

禍

の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン

川

柳

を

楽

し

ん

で

笑

っ
て
下
さ

い
。

チ

コ

姉
　
（５
歳
プ
ラ
ス
？
）

●

会
社

へ
は

未

る
な
と
上
司

行
け

と
姜

●

十
万
円

几

る

こ
と
も
無
く
姜

の
も

の

●

お
父
さ
ん

マ
ス
ク
も
会
話
も
よ
く
ず
れ
る

●

お
若

い
と

言
わ
れ
た

マ
ス
ク
外
せ
な

い

●

マ
ス
ク
で
は

防
ぎ
き
れ
な

い
姜

の
グ
チ

●

ど
こ
に
あ
る

ス
テ
ィ
ホ
ー
ム
で
体
の
場
所

●

晩

ご

餃

娘

追

出

姜

ミ

ュ

ー

ト

●

グ
ー
タ

ッ
チ

姜

は
倦

に
ノ
ー
タ

ッ
チ

●

買

っ
て
き
て

俺
は
我
が
家

の
ウ
ー
バ
ー
か

●

千

痛

い

常

時

マ
ス
ク

と
姜

の
グ

チ

●

呟

き

さ

ん

で

祝

繰

が
痛

い
電

車

ヤ

●

オ

ン
ラ
イ

ン

説
教

し
た
ら
凸
衝
消

え

4月 1日現在の「京都市

身体障害者団体連合会」の

会長は誰でしよう?

①クイズの答え ②住所
○氏名 ④電話番号 ⑤
4月号広報紙の意見、感想

⑥必ず官製ハガキにてお

願い致します。

正解者には、抽選で 3名

様に図書カー ド1000円

分をお送りします。

締切り6月 10日 C肖印有効)

〒601-8321南 区吉祥院西定成町35

洛南身障福祉会館内

肢体障害者協会クイズ係まで

◎前回の答えは、

2.「昭和 97年」でした。
応募総数10通。当選者
は、賞品の発送をもつ

て発表にかえさせてい

ただきます。

1.大 江 正 照
2.伊 吹 文 明
3.竹 下 義 樹
4.曰 野  勝

編集 1後 記

北 ブライト(堀 川紫明)

南 プライト(油小路八条)

山科プライト(五 条外環)

向島宇治ブライト(宇 治槙島)

中央ブライト(五 条東山)

西プライト(五条西大路)

伏 見 プライト (栞廟 川丹測勧

大津プライト(大 津駅南)

3u邸 向島宇治 (宇 治槙島)別邸 大津 (大 津駅南)
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